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現役高校生５名、女性１名が出場

　この大会は、青年技能者の技能レベル

を競うことにより、青年技能者に努力目

標を与えるとともに、技能尊重気運の醸

成を図ることを目的とし、技能検定２級

レベルの実技で実施される都道府県の予

選で優秀な成績を収めて選抜された全

40職種・944名の選手が競技に臨みま

した。

　配管職種は、愛知県常滑市の愛知県国

際展示場を会場に全国から36名の精鋭

が競技に臨み、現役高校生５名、また女

性も１名が参加しました。

　また、競技会場には、参考課題の実物

作品を展示したことで課題の内容が分か

るようにしました。

６時間10分の競技時間

課題への取組みは選手各様

　11月13日㈮に選手による競技場所の

抽選、工具展開等が行われ、翌14日㈯

に競技が実施されました。各選手は、午前

８時30分より午後４時45分まで、標準

時間６時間10分、打切時間７時間の持

ち時間で競技課題図に取り組みました。

　競技課題は、競技の内容がわかるよう

に約３ヶ月前に「参考課題」が公表さ

れ、さらに変更されたものが「当日公表

課題」としてはじめて選手に公表され

ます。配管競技は、３種類の管、①金

　第58回技能五輪全国大会（主催：厚生労働省・中央職業能力開発協会、後援：国土交通
省、経済産業省他、協力：全管連他）は、11月13日から11月16日までの４日間にわたって、
愛知県国際展示場を中心に開催されました。

・板橋　優斗選手（茨城県・株式会社関電工 東関東営業本部 茨城支店）が
金賞・厚生労働大臣賞を獲得

・愛知県連より会場設営、競技補佐員の派遣など全面的な協力を頂く
・新型コロナウイルス感染症対策として無観客で開催

愛知県で36名（配管職種）の青年配管技能者が熱戦を展開!!

全国管工事業協同組合連合会　

競技の様子 全設研会員校の生徒等も出場



—　—3

●全管連ジャーナル 全管連ジャーナル●

27行＝21.077

28行＝19.667

29行＝18.357

30行＝17.138

31行＝16

32行＝14.936

33行＝13.938

34行＝13（標準）

35行＝12.118

36行＝11.286

37行＝10.5

38行＝9.757

39行＝9.053

40行＝8.385

41行＝7.75

42行＝7.146

43行＝6.572

※本文の版面サイズは

　170×251.75ミリ

ただし、端数で若干天地の数字に誤差

がある。1/1000ミリ単位の桁の為、

許容範囲内と定義する。

１段=76.5ミリ　段間=17ミリ

１段目のセンター X=58.25

２段目のセンター X=151.75

ページのセンター X=105

★本文は17Q（4.25ミリ）

★キャプションは14Q　行間８H

☆ルビは８級でオープンタイプのチェックを外す

2020.12　 2020.　　12

属管では配管用炭素鋼管（白）、②非鉄

金属管では配管用銅管（M）、③非金属

管では給水・排水管として塩化ビニル管

（VP・VU）を用いて、給水・給湯・

排水配管を課題図の通り加工するもので

す。当日公表課題が競技開始直前に行わ

れるのが大きな特徴で、選手の緊張もよ

り高まったようです。注意事項などを聞

いたのち、各自の競技ブースで待機して

８時30分の競技開始のホイッスルとと

もに当日配布の課題図を見つめて曲げ加

工などの原寸図を作成し、その後は各人

様々な作業手順で競技に臨みました。

緊張高まる公開水圧審査を経て順位が確

定

　競技終了後は、公開水圧審査が行わ

れ、その後行われた測定審査で精度等を

測り、主催者による成績会議において順

位が確定し、11月16日の閉会式（無観

客）において、板橋　優斗選手（茨城県・

株式会社関電工 東関東営業本部 茨城支

店）が金賞・厚生労働大臣賞に輝きまし

た。

全管連会員組合・愛知県連青年部が会場

設営、運営に協力

　主催者からの要請に基づき、本会より

渡邉弘幸氏（東京都・連）、金子達之輔

氏（同）が競技委員として課題作成、競

技実施、採点審査等を行いました。また、

会場設営、競技運営について愛知県連の

ご協力のもと、愛知県連青年部の各位に

も多大なるご協力を頂きました。

　次回の大会は、来年12月に東京都で

開催される予定です。

未来を担う若年技能者

愛知県連青年部等に協力を頂く
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公開水圧審査

優勝作品

入賞者（敬称略）
　　 ＊印は、本会会員企業

順位 都道府県名 選手氏名 所　属　先

金賞 茨城県 板橋　優斗 株式会社関電工　東関東営業
本部　茨城支店

銀賞

東京都 嶺井　政明 西原工事株式会社

栃木県 益子　亮太 株式会社関電工　北関東・
北信越営業本部　栃木支店

栃木県 小田原渓太 株式会社関電工　北関東・
北信越営業本部　栃木支店

銅賞
岩手県 千葉　浩斗 岩手県立産業技術短期大学校

水沢校
東京都 宮永　優馬 西原工事株式会社
栃木県 石井　悠貴 栃木県立宇都宮工業高等学校

敢
闘
賞

広島県 東谷　幸憲 ＊ 広島市指定上下水道工事業
協同組合

東京都 及川　裕己 西原工事株式会社

愛知県 大川　喜紀 ＊ 武田機工株式会社 滝工場 
　現業部

愛知県 黒栁　太稀 ＊ 武田機工株式会社 滝工場 
　現業部

山口県 中能　七海 株式会社桐田商会
石川県 飯田　大翔 有限会社剛配管設備工業
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競技説明 材料確認

工具展開 参加証授与

競技風景3 競技風景4

競技風景 競技風景2

競技大会の様子


